
SAG
AE CITY PU

BLIC RELATIO
N
S

さくらんぼと歴史が育む　スマイルシティ　寒河江

No.1738

2019

12.5市
報さがえ

長年のご功績をたたえて………２
民生委員・児童委員が
委嘱されました…………………５
特集／冬、雪と過ごす…………６
さがえコラム……………………11
市の財政状況……………………12
さがえフォトスタジオ…………14
生涯学習のまど…………………16
お知らせ…………………………18

目次



を た た え て長年の ご功績

内藤　明さん
（地方自治・中郷）

杉沼　孝司さん
（寒河江）

　本市の振興発展に寄与し、まちづくりに功労のあった方を表彰する市表彰式が11月１日、
ホテルシンフォニーで行われました。今年は市表彰を内藤明さんが受賞されました。また、
杉沼孝司さん、荒木利見さん、佐藤健哉さん、故・髙橋秀治さんの４人に対し、市感謝状が
授与されました。

　式中で佐藤市長は「これまでの長年にわたるご尽力に心から感謝いたしますとともに、そ
のご功績に対し深く敬意を表します。さらなる本市発展のために、今後ともよろしくお願い
します」と式辞を述べました。また、受賞者代表謝辞として内藤明さんが「ありがとうござ
います。今後とも一層のご指導をお願いします」と話されました。

市
　
表
　
彰

市
　
感
　
謝
　
状

　
平
成
３
年
か
ら
平
成
19
年
ま
で
、

お
よ
び
平
成
23
年
か
ら
平
成
31
年

ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
議
会

議
員
と
し
て
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文
教
経

済
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
総
務

常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
は
じ
め
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
、
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会

等
の
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地

域
福
祉
の
向
上
や
教
育
文
化
環
境

の
整
備
、
社
会
教
育
の
充
実
、
産

　
平
成
19
年
か
ら
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
市
議
会
議
員
と
し
て
市

民
福
祉
の
向
上
と
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
を

は
じ
め
、
総
務
常
任
委
員
会
副
委

員
長
等
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
27
年
５
月
か
ら
は
副
議
長
と

し
て
２
年
間
、
円
滑
な
議
会
運
営

と
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
か
ら
10
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
市
体
育
振
興
公
社
理
事

長
と
し
て
市
社
会
体
育
施
設
の
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
活
用
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市

民
の
主
体
的
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

実
践
に
よ
る
健
康
と
体
力
づ
く
り

を
推
進
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

な
ら
び
に
市
民
の
健
康
増
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
か
ら
５
年
余
り
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
、

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
３
年
余
り

に
わ
た
り
、
同
会
長
と
し
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
か
ら

２
期
６
年
間
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域
住
民
の
相
談

に
親
身
に
応
対
し
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
か
ら
４
年
余
り
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し
て
、

少
子
超
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
健

康
の
増
進
、
教
養
の
向
上
を
目
的

と
し
た
サ
ロ
ン
事
業
等
の
展
開
や
、

仲
間
と
の
友
愛
活
動
お
よ
び
奉
仕

活
動
等
の
地
域
活
動
の
支
援
に
尽

力
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

業
の
振
興
、
社
会
基
盤
の
強
化
な

ど
、
本
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員

長
、
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
就

任
時
に
お
い
て
は
、
市
民
の
多
様

な
行
政
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
市

の
健
全
財
政
運
営
に
手
腕
を
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
25

年
５
月
に
は
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
、
平
成
29
年
５
月
に
は
議
長

に
就
任
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営

と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
な
ど
、
市
政
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

荒木　利見さん
（寒河江）

佐藤　健哉さん
（柴橋）

故・髙橋　秀治さん
（島）

長年のご功績をたたえて

受賞者代表謝辞を述べる内藤明さん
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長年のご功績をたたえて民生委員・児童委員が委嘱されました

　
長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し

技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
に
努
め
、

そ
の
職
種
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
市
技
能
者
表
彰
式
」
が

11
月
８
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
就
業
し
て
い
る
技
能
者
の
う
ち
、
同

一
業
種
に
30
年
以
上
従
事
し
て
お
り
、

他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

等
が
対
象
で
、
本
年
度
は
５
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
市
長
は
「
皆
さ
ま
は
卓
越
し
た

技
能
と
豊
か
な
経
験
を
生
か
し
、
本
市

産
業
の
発
展
と
各
業
界
の
振
興
に
大
き

な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
努
力
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
こ
の
た
び
の
表
彰
を
機
に

さ
ら
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の

後
に
続
く
若
い
技
能
者
の
方
々
の
目
標

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
後
継
者
の
育
成
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
菅
田
吉
廣
さ
ん

が
「
私
た
ち
は
職
業
人
と
し
て
、
業
界

の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
標

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、
今
回
受
賞
で
き
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
回
の
表

彰
を
励
み
に
、
今
後
も
技
能
の
研
さ
ん

と
業
界
の
発
展
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、

後
進
の
指
導
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
昭
和
52
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
数
は
今

回
の
受
賞
者
を
含
め
、
通
算
で
６
０
９

人
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者

菅
田
吉
廣
さ
ん
（
ニ
ッ
ト
製
造
業
）

　
ニ
ッ
ト
製
造
の
現
場
に
自
動
編
み
機

が
導
入
さ
れ
た
頃
か
ら
、
長
年
に
わ
た

り
ニ
ッ
ト
縫
製
の
高
度
な
技
術
を
磨
き
、

品
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。　

ま
た
、
若
い
世
代
の
技
術
指
導
に
広
く

努
め
ら
れ
、
自
社
だ
け
で
な
く
、
本
市

ニ
ッ
ト
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

設
楽
博
子
さ
ん
（
美
容
業
）

　
美
容
師
免
許
、
管
理
美
容
師
資
格
を

取
得
後
、
本
市
で
美
容
室
を
開
業
さ
れ

ま
し
た
。
山
形
県
美
容
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
寒
河
江
分
会
が
主
催
す
る
講
習

会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
技
術

の
向
上
を
図
る
な
ど
、
他
の
美
容
師
の

模
範
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
正
さ
ん
（
繊
維
製
品
製
造
業
）

　
自
動
編
み
機
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し

て
経
験
を
積
み
、

多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る

高
い
技
能
を
磨

い
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
技

術
は
、
本
市
の

ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
の
一

つ
で
あ
る
ス
ト

ー
ル
な
ど
に
生

か
さ
れ
て
お
り
、

寄
附
者
の
皆
さ

ん
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

鈴
木
金
也
さ
ん

(

鉄
筋
工
事
業
）

　
長
年
に
わ
た

り
鉄
筋
工
事
に

関
す
る
技
能
を

磨
き
、
現
場
で

培
っ
た
技
能
や

資
格
を
生
か
し

て
後
継
者
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
博
さ
ん
（
建
築
業
）

　
建
築
の
現
場
で
技
能
を
磨
か
れ
、
寒

河
江
市
建
築
業
組
合
の
役
員
等
と
し
て
、

同
業
者
の
模
範
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
青
年
技
術
者
が
そ
の
技
能

を
競
う
技
能
五
輪
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
る
際
に
は
、
出
場
に
向
け
て
若
手
社

員
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
し
、
後
継

者
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
～
福
祉
活
動
の
橋
渡
し
役
～

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
11
月
29
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
佐
藤
市
長
か
ら
厚
生

労
働
大
臣
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の

方
々
の
相
談
相
手
や
福
祉
機
関
と
の
橋

渡
し
役
な
ど
を
担
い
ま
す
。
任
期
は
３

年
。
社
会
福
祉
活
動
に
理
解
と
熱
意
が

あ
り
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
方

な
ど
の
観
点
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
、

本
年
11
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
次
の

方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

寒
河
江
地
区
】
鈴
木
要
、
細
谷
憲
孝
、

主任児童委員
氏　名 電話番号 担当地区

宮川　綾子 86-4170
寒河江地区鈴木多鶴子 84-2980

大泉　則昭 86-9680
小山三枝子 86-2170 東部地区土田　久子 84-3397
大熊　幸夫 84-4570 柴橋地区大泉奈美子 86-2522
工藤　幸子 87-3822 中部地区奥平　暁俊 87-4651
鈴木　洋子 87-1010 白岩地区佐藤　暁美 87-3789

民生委員・児童委員
地区 氏　名 電話番号 担当町会等

寒
河
江
地
区

小畑　　薫 84-3866 洲崎、六供町１～３
佐藤　祐一 86-2922 ３、４、西寒河江
木村　二男 86-3002 仲田、県営住宅
渋谷啓一郎 86-9507 緑町１～４
太田美津子 86-3599 ５、６、８、上町
佐藤　　哲 86-8761 陵南町１・２
佐藤とみ子 86-7935 舟橋２、舟橋南
大狭間　啓 86-2538 舟橋東・西・中
鈴木　光義 86-7254 陵南町３
佐藤　宣子 86-2580 元町１～３・７
伊藤ケイ子 86-4502 元町４～６
清水　章文 86-2941 元町８～10
花山　美穂 85-3733 美原町１・２
田中　修子 83-3213 若葉町２・３
大波なな子 86-0434 栄町１、さくら町
髙橋　忠一 86-5305 栄町２
佐藤　浩之 84-3152 みずき
安孫子良子 85-0174 本楯１・２、高田新町、高田団地
柴橋　　亘 84-3874 本楯３～５、花楯町
白田　　昭 84-2178 横町、新町、新町１
佐藤　玲子 84-3549 山岸、石持、石持２
安孫子　誠 86-5836 八幡町、長岡町、山岸南
仁藤　朗子 86-2343 丑町１・２、駅前２、若葉町１
軽部　悦子 84-2935 20、21、西の町、丸内
山田　順子 84-2413 駅前１、十日市場、道場小路、

25の甲、27
鈴木トモ子 86-8510 幸町、末広町１、桜小路、新宿
軽部　賢悦 86-3812 南町、東内楯、中内楯、南内楯
遠藤　啓一 84-3347 矢の目、七日町、34、35、ほなみ
渡邉　良子 86-5557 越井坂１・２、新山
鶴谷　照美 86-1987 東新山
佐藤恵美子 86-7120 越井坂３、日の出町
那須　吉雄 86-7397 末広町２～４
奥山　勘一 86-0272 中央１・３
渡部　陽子 85-3091 中央２・４・５
冨樫　清美 86-5484 高屋１・２の１
佐藤富士夫 86-0537 高屋３・４
遠田　榮子 86-6907 西浦１・２
佐藤　律子 84-4759 島１・２
安孫子仁志 86-2063 泉町・南新町
宇井　裕子 86-0323 島５、高屋２の２
鈴木　洋子 86-5139 曙町、寿町
須藤庄一郎 86-7985 皿沼１～３

東
部
地
区

小野　郁子 86-4208 東町、君田町、住吉町
黒田　忠司 86-4274 十二小路、仲
齋藤　　豊 84-4305 北、石川
芳賀　幸子 84-5161 下河原上・下
犬飼　一好 86-6664 宝西・東
佐藤ひろ子 86-5080 高貝、ひがし団地
高橋　恵子 86-2520 城之内、高田
久保田光子 84-3025 馬寄、田中
大江　芳信 86-7224 下河原
渡邉　　豊 84-2077 中河原
船田　茂幸 84-4007 上河原、道生、いずみ
秋場　修一 86-7373 雲河原、入倉

柴
橋
地
区

今野　広美 86-7517 柴橋１・２
澁谷　幸子 86-0422 柴橋３～５
佐藤　正憲 86-5453 松川西・東、木の沢
大泉　高夫 86-3992 金谷１～３
渋谷　昭儀 86-0588 金谷４・５、長生園、内の袋
井上　　康 84-2767 落衣１、落衣南町
秋山和喜江 62-3704 中郷１～４
鈴木多喜男 86-4456 中郷５～８
大江澄美子 84-2594 平塩１～４
奥山　正則 86-3440 平塩５～８

民生委員・児童委員
地区 氏　名 電話番号 担当町会等

中
部
地
区

加藤　善雄 87-3755 米沢
竹田　　茂 87-4451 高松
大沼　喜一 87-2620 鹿島、下八鍬
國井　菊子 87-4018 上八鍬、臥竜橋
鈴木いち子 87-1885 谷沢
伊藤　克博 87-4253 清助新田
沖田　政明 87-3972 中宿、下宿、上宿、箕輪
旭　　幸一 87-4441 桜橋、田沢、橋本、下道
阿部　礼子 87-4052 東上宿、鬼越、南坂、新御堂

白
岩
地
区

東海林芙美子 87-1281 陣ケ峯、新町
中村　和子 87-3871 中町、上町
鈴木　文夫 87-4397 麓、しらいわ
菖蒲　　勇 87-4645 楯、留場
兼子　健司 87-2926 上野、宮内
郷野　永子 87-3364 幸生
佐藤　勝則 87-3278 田代、畑

阿
部
勝
彦
、
鈴
木
仁
、
工
藤
典
子
、
佐

藤
章
、
安
孫
子
隆
司
、
工
藤
幸
子
、
佐

藤
玲
子
（
本
楯)

、
安
孫
子
眞
智
子
、
山

田
み
さ
こ
、
佐
藤
和
代
志
、
石
川
忠
則
、

豊
嶋
萬
栄
、
鈴
木
雄
一
、
大
江
春
美
、

丹
野
洋
子
、菅
井
由
美
子【
東
部
地
区
】

一
刀
い
よ
子
、
伊
藤
富
子
、
大
沼
征
夫
、

尾
形
賢
美
、
後
藤
政
明
、
菅
野
昭
子
、

土
田
輝
美
、
秋
場
義
昭
、
渡
邉
賀
代
子

【
柴
橋
地
区
】
深
川
光
子
、
渡
邉
律
子
、

犬
飼
忠
義
、菅
野
昭
義
、小
泉
榮
子
【
中

部
地
区
】
國
井
よ
し
子
、
伊
藤
秀
一
、

布
川
文
雄
【
白
岩
地
区
】
鈴
木
浩
子
、

大
沼
丈
夫
、
兼
子
利
春
、
大
沼
和
子
、

木
村
智
惠
子　
　
　
　
　
　

 ［
敬
称
略
］

︻

本
市
産
業
の
発
展
を
支
え
る
卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰
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雪に関するお問い合わせは
｢雪の総合窓口」へ
☎８７-７０００

雪
下
ろ
し
・
除
雪
作
業
は
、
安
全
第
一
で
！

　
12
月
に
入
り
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
く

時
季
と
な
り
ま
し
た
。
雪
が
本
格
的
に

降
る
季
節
に
な
り
、
排
雪
場
所
の
指
定

や
、
一
斉
除
雪
な
ど
雪
に
関
連
し
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中

等
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全

に
気
を
付
け
、
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
の
総
合
窓
口

　
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
す

る
総
合
窓
口
で
す
。

●�
相
談
内
容
／
市
内
の
雪
下
ろ
し
業
者

等
の
紹
介
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、

市
道
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
等

●�

受
付
／
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

●�

問
合
せ
／
雪
の
総
合
窓
口
（
市
建
設

管
理
課
内
）
☎(

８
７)
７
０
０
０
へ
。

　

市
内
の
雪
下
ろ
し
業
者
等

　
冬
期
間
中
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
て
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
前
に
見
積
も
り
を
取
り
、
し

っ
か
り
話
し
合
い
を
し
て
か
ら
依
頼
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
建
設
ク
ラ
ブ

■�

住
所
／
寒
河
江
市
大
字
西
根
字
上
川

原
259-

３

④
面
倒
で
も
命
綱
を

　
１
階
の
屋
根
か
ら
転
落
し
死
亡
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
命
綱
・
安
全

帯
は
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
道
具
は
使
い
や
す
い
も
の
を

　
道
具
に
不
備
が
あ
る
と
、
効
率
が
落

ち
る
ば
か
り
で
な
く
、
無
理
な
作
業
に

つ
な
が
り
ま
す
。
小
回
り
が
利
き
、
軽

く
て
雪
が
付
き
に
く
い
道
具
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
は
し
ご
は
固
定
し
て

　
75
度
を
目
安
に
は
し
ご
の
足
元
と
先

端
を
し
っ
か
り
固
定
し
て
、
転
倒
な
ど

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
雪
の
緩
み
に
注
意
を

　
降
っ
て
す
ぐ
の
新
雪
や
、
気
温
が
高

　
雪
に
よ
る
事
故
被
害
の
原
因
で
最
も

多
い
の
は
、
自
宅
な
ど
建
物
の
雪
下
ろ

し
中
に
起
き
る
も
の
で
、
全
体
の
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者

が
被
害
に
遭
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
雪
下
ろ
し
な
ど
の
除
雪
作
業
を

行
う
場
合
は
、
体
の
調
子
を
考
え
た
上

で
服
装
や
装
備
を
整
え
、
周
囲
に
配
慮

し
て
安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
下
ろ
し
た
雪
は
市
指
定
の
排

雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
し
、
道
路
な
ど
に

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雪
下
ろ
し 

８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
体
調
管
理
は
万
全
に

　
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
準
備
運

動
で
体
を
温
め
る
、
小
ま
め
に
休
憩
を

取
る
な
ど
体
調
を
管
理
し
な
が
ら
、
無

理
の
な
い
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
必
ず
２
人
以
上
で

　
作
業
は
必
ず
２
人
以
上
で
行
い
、
万

一
に
備
え
て
携
帯
電
話
を
携
帯
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
作
業
の
前
に
、
家
族
や

近
所
の
方
に
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
安
全
な
服
装
で

　
雪
な
ど
で
ぬ
れ
ず
、
汗
を
か
き
す
ぎ

な
い
、
動
き
や
す
い
服
装
で
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

指
定
排
雪
場
所

　
市
で
は
、
排
雪
場
所
と
し
て
３
カ
所

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
排
雪
場
所
に
は

案
内
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

排
雪
場
所
付
近
は
道
路
が
狭
い
た
め
、

車
で
通
行
す
る
際
は
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
排
雪
場
所
は
照
明
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
利
用
は
危
険

で
す
。
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
明
る

い
時
間
帯
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

１
／
信
号
機
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■�

問
合
せ
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

☎(

８
５)

２
０
０
８
へ
。

市
建
設
総
合
組
合

■
住
所
／
寒
河
江
市
西
根
北
町
９-

15

■�

問
合
せ
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
に
☎(

８
４)

３
９
５
１
へ
。

県
鳶
（
と
び
）
工
業
連
合
会
村
山
地
区

(

大
沼
工
業
株
式
会
社
内
）

■
住
所
／
寒
河
江
市
中
央
工
業
団
地
176-

10

■�

問
合
せ
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

☎(

８
４)

２
４
６
３
へ
。

　

高
齢
者
の
み
世
帯
等
へ
助
成

　
自
力
で
雪
下
ろ
し
や
敷
地
内
通
路
の

除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
等

が
、
業
者
等
（
親
族
を
除
く
）
に
除
雪

作
業
を
依
頼
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●�

対
象
／
市
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税

世
帯
で
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
（
生
活
保
護
受
給
世

帯
は
非
該
当)

。
①
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
、
②
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
③
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
、
④
障
が
い
者
と
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

●
助
成
額
／
申
請
１
回
に
つ
き
上
限
１

　
万
２
千
円
（
今
冬
２
回
ま
で
）

●�

申
請
／
令
和
２
年
３
月
19
日
㈭
ま
で

市
高
齢
者
支
援
課
介
護
福
祉
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
622
へ
。

い
日
な
ど
は
雪
が
緩
ん
で
い
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
常
に
足
場
を
確
認
し
て

　
上
の
方
か
ら
順
に
雪
下
ろ
し
を
行
い
、

常
に
足
場
を
確
認
し
な
が
ら
作
業
し
て

雪
止
め
よ
り
下
に
足
場
を
作
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

除
雪
機
の
使
用
に
も
注
意

　
除
雪
機
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
間
は

人
を
近
づ
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
機
械
か
ら
離
れ
る
場
合
は

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
雪
の
総
合
窓
口
（
市
建
設

管
理
課
内
）
☎(

８
７)

７
０
０
０
へ
。

冬、雪と過ごす 特集

R1
12

R287

寒
河
江
川 至河北町

慈恩寺大橋

慈恩寺橋

至中山町

至西川町

150m

※１
●
八
鍬
地
区

至西川町

至中山町長崎大橋

旧R112

R112

ＪＲ左沢線

皿沼
最
上
川300m

●
南
部
地
区

寒
河
江
川

至河北町
寒河江川橋

上下水道
課事務所

200m

●
西
根
地
区

安全な服装・装備の例

動きやすい
服装

ヘルメット
あごひもを締めて

手袋

安全帯

滑りにくい
緩みにくい
命綱滑りにくい

ゴム長靴
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寄
せ
ら
れ
た
雪
の
処
理

　
除
雪
に
よ
り
皆
さ
ん
の
間
口
や
車
庫

な
ど
の
前
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
指
定

の
排
雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
し
、
皆
さ
ん

で
処
理
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
水
路
・
河
川
に
雪
を
捨
て
な
い

　
水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
に
よ
り
、

水
路
詰
ま
り
や
道
路
・
宅
地
の
冠
水
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
の

で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
早
朝
除
雪

中
の
車
両
の
位
置
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
要
介

護
者
宅
の
間
口
除
雪
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
除
排
雪
を
支
援

　
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
運
搬
車
両
を
準
備
し
て
自
主

的
に
除
排
雪
を
行
う
場
合
、
運
搬
車
両

の
借
り
受
け
費
用
や
燃
料
費
へ
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

　
自
主
的
な
除
排
雪
を
平
日
に
行
う
場

合
は
、
市
道
除
雪
業
務
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
り
、
市
が
所
有
す
る
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
等
の
派
遣
も
行
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
、
道
路
幅
員

確
保
の
た
め
、
雪
押
し
場
の
確
保
が
重

要
で
す
。
冬
期
間
使
用
し
て
い
な
い
空

き
地
や
農
地
等
を
、
道
路
除
雪
の
雪
押

し
場
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　
作
業
中
の
除
雪
車
や
除
雪
作
業
員
へ

は
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
車
の
追
い
越
し
は
大
変
危
険
で
す
。

余
裕
を
持
っ
た
運
転
、
通
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
屋
根
や
宅
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す

と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
指
定
排
雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

路
上
駐
車
・
障
害
物
を
な
く
し
ま
し

ょ
う

　
道
路
へ
の
車
両
の
放
置
や
庭
木
等
の

は
み
出
し
が
あ
る
と
、

除
雪
作
業
が
で
き
ま
せ

ん
。
路
上
駐
車
を
な
く

し
、
庭
木
の
せ
ん
定
や

障
害
物
の
撤
去
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
町
会
長
等
を
通
じ
て
、
事

前
に
市
建
設
管
理
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
補
助
額
／
１
回
当
た
り
上
限
12
万
円

●�

補
助
回
数
／
１
シ
ー
ズ
ン
３
回
（
市

豪
雪
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
た
場
合

は
４
回
）

　

破
損
を
見
つ
け
た
ら

　
慎
重
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

道
路
除
雪
作
業
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ

る
工
作
物
等
の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
早
急
に
市
建
設
管
理
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
冬
期
間
の
安
全
な
交
通
・

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
今
年

も
市
除
雪
協
力
会
と
協
力
し
て
、
効
果

的
な
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
除
雪
計
画
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
道
等
の
除
雪
体
制

早
朝
一
斉
除
雪

　
原
則
、
除
雪
判
断
基
準
時
刻
を
午
前

３
時
30
分
と
し
、
前
日
の
午
後
５
時
以

降
、
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
を
11
地
区
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、
除

雪
判
断
基
準
時
刻
ま
で
に
10
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、

地
区
ご
と
の
判
断
で
自
主
的
に
除
雪
を

実
施
し
ま
す
。

　
通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
等
を
考
慮
し

て
実
施
し
ま
す
が
、
積
雪
の
状
況
や
除

雪
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間
帯
に
差
異
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
中
の
一
斉
除
雪

　
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
に
お
い
て
、

日
中
の
著
し
い
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
や

　

除
雪
の
問
い
合
わ
せ
先

　
国
道
・
県
道
と
市
道
と
で
は
除
雪
す

る
管
理
者
が
異
な
り
ま
す
。
連
絡
さ
れ

る
際
は
、
対
象
と
な
る
道
路
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■�

国
道
112
号
／
国
土
交
通
省
寒
河
江
国

道
維
持
出
張
所
☎(

８
４)

３
１
９
１
へ
。

■�

国
道
287
号
・
458
号
、
県
道
／
県
村
山

総
合
支
庁
建
設
部
西
村
山
道
路
計
画

課
維
持
管
理
担
当
☎(

８
６)

８
４
０

４
へ
。

■�

市
道
、
私
道
、
除
排
雪
／
市
建
設
管

理
課
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
338
へ
。

気
温
上
昇
に
よ
り
圧
雪
が
緩
ん
だ
場
合

な
ど
、
車
両
の
通
行
が
危
険
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
他
の
場
合
、
歩
行
者
等
と
の
接

触
事
故
の
危
険
性
や
除
雪
作
業
の
長
時

間
化
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
発
生

等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
日
中
の
一
斉

除
雪
は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
道
の
除
雪
体
制

　
複
数
戸
の
利
用
な
ど
公
共
性
の
高
い

私
道
は
、
住
民
の
要
望
に
よ
り
、
市
道

の
早
朝
一
斉
除
雪
実
施
日
の
午
前
９
時

以
降
に
、
順
次
除
雪
を
行
い
ま
す
。
除

雪
が
必
要
な
場
合
は
、
当
日
の
午
前
７

時
～
９
時
に
、
市
建
設
管
理
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

事
前
申
請

　
新
た
に
私
道
の
除
雪
を
要
望
す
る
場

合
、
町
会
長
を
通
じ
て
の
申
請
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
受
諾
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
市
建
設
管
理
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
昨
シ
ー
ズ
ン
に
市
が
除

雪
を
行
っ
た
私
道
の
場
合
、
実
施
内
容

に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
再
申
請
は
不
要

で
す
。

除雪作業にご協力ください

市
民
に
優
し
い
除
雪
を
目
指
し
ま
す

　今シーズンの除雪作業の安全を祈る除雪協力会
安全祈願祭が11月20日、市役所重機車庫前で行わ
れました。
　併せて市内協力事業者による除雪協力会の結団
式が行われ、除雪作業に安全かつ効率的に取り組
むことを確認しました。
　安全な除雪作業の実施について、市民の皆さん
のご協力をお願いします。

＝市除雪作業の安全を祈願＝

冬、雪と過ごす 特集
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　

油
の
流
出
に
注
意
！

　
例
年
、
暖
房
機
器
の
使
用
が
多
く
な

る
冬
期
間
に
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か

ら
灯
油
等
が
漏
れ
出
し
、
河
川
等
へ
流

出
す
る
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　
河
川
等
に
油
が
流
入
し
た
場
合
、
そ

の
除
去
な
ど
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
り
、
原
因
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
５
項
目
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

①�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
給
油
中
は
、
そ

の
場
を
絶
対
に
離
れ
な
い
こ
と

②�

除
雪
等
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ

た
め
に
配
管
の
場
所
に
目
印
を
つ
け

る
こ
と

③�

万
一
に
備
え
、
防
油
堤
（
ぼ
う
ゆ
て

い
）
を
設
置
す
る
こ
と

④�

落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
や
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
転
倒
に
注
意
す
る
こ
と

⑤�

配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を
定
期
的
に

点
検
す
る
こ
と

　
万
一
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
油
の
流

出
を
確
認
し
た
と
き
は
、
必
ず
市
市
民

生
活
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

連
絡
先
／
市
市
民

　
生
活
課
環
境
保
全

　
推
進
室
☎(

８
６)

　
２
１
１
１
内
線
232
へ
。

　水道管は、気温がマイナス４度以下になると、凍結により破損し、漏水
する場合があります。特に、北側で日が当たらない所、風当たりが強い所、
配管がむき出しになっている所は、注意が必要です。また、空き家や旅行
などで長期間不在となる場合は、水道管が破損し漏水しても気付かないま
まになることがあるため注意してください。
　大切な給水装置を守るため、本格的な冬が来る前に水道メーターや水道
管の防寒対策と、水抜き栓の点検等を行ってください。
■水道メーターや屋外の蛇口、水道管の確認と保温
　水道メーターボックスには、布切れ等をぬれないようにビニール袋に入れたものや発泡スチロールを詰
めてください。屋外の蛇口や水道管は発泡スチロール製等の保温材や保温ヒーター等を利用した上で、凍
結破損していないか定期的に確認するよう心掛けてください。保温方法について、詳しくはお近くの水道
指定給水装置工事事業者へご相談ください。
■寒い夜などの凍結防止方法
　水抜き栓を時計回りに止まるまで回して全閉にしてから、蛇口を全開にして水を抜いてください。水抜
き栓のハンドルを途中で止めたままにすると、水漏れの原因となりますので注意してください。
■凍結して水が出ない場合の対処方法
　露出している水道管や蛇口にタオル等をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を掛けて溶かしてくだ
さい。熱湯を直接掛けると破損の原因となりますのでご注意ください。
■水道管が破裂した場合の対処方法
　すぐに水道メーターボックス内のバルブを閉めて水を止め、お近くの水道指定給水装置工事事業者に修
理を依頼してください。
■長期間水を使わないときの閉栓届
　農園等で冬期間水道を使わない場合や、引っ越し等で空き家になる場合等に、市上下水道課に閉栓の届
け出（電話連絡も可）を行うと止水栓で休止しますので、凍結破損による漏水が防止でき、毎月の基本料
金が発生しなくなります。なお、再び水道を使用する場合は、開栓手数料 1,000 円が必要です。
■公民館等を管理している方へ
　公民館や空き家等の建物を管理している方は、漏水や蛇口の閉め忘れ、水道メーターの異常がないか定
期的に点検してください。また、異常時にすぐに水道メーターを確認できるよう、水道メーターボックス
周りの除雪等を心掛けましょう。
●問合せ／市上下水道課☎ 86-8511 へ。

寒波から水道管を守るために

　11月９日に、学びの里ＴＡＳＳＨＯを会場に「ＳＡＧＡＥ ＡＤＶＥＮＴＵＲＥ
ＢＥＧＩＮＳ vol.１（サガエ・アドベンチャー・ビギンズ)」と称し、アウトド
アスポーツとアウトドア体験を楽しんでいただけるイベントを開催しました。午
前中は、田代地区民からも親しまれている天下森へ紅葉を楽しむ「トレッキング」

に行き、午後からは、細いベルト状のラインの上でバランスを楽
しむ新スポーツ「スラックライン」の体験会と冬キャンプのワー
クショップを行いました。参加された皆さん、ありがとうござい
ました。ご協力くださった皆さん、お疲れさまでした。
　今後も楽しいイベントを企画しますので、皆さん、ぜひご参加
ください。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

井上 貴史（山形市出身・45歳）
サガエ・アドベンチャー・ビギンズに参加された皆さんと記念写真を撮り
ました。イベントの様子は、市体育協会ホームページでも紹介しています。

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　福祉用具を購入した方に利用者負担分を除いた額
を介護保険から支給し、自宅
での生活環境を整えるサービ
スの一つです。その福祉用具
の種類は次の５つです。①腰
掛け便座、②特殊便器（尿便
を自動的に吸引する道具)、③
入浴補助用具（手すりや椅子
など)、④簡易浴槽、⑤移動用
リフトのつり具。
　介護保険を利用して福祉用具を購入するためには、
介護認定を受ける必要があります。購入の際には、
ケアマネージャーや地域包括支援センターに前もっ
て相談や申請をしてください。申請が決定した後、
利用者の負担割合（世帯の所得状況によって割合が
変わります）に応じて費用の７～９割が保険給付さ
れます。また、福祉用具の対象費用は同年度10万円
が上限となります。
●問合せ／市高齢者支援課介護福祉係
　☎86-2111内線621へ。

介護保険が使える福祉用具の購入って？
　｢介護保険が使える福祉用具の購入」ほいずはよ、

　ある糖尿病専門の医師がいました。その先生は糖
尿病予備軍、かつ高血圧、重度の不正脈で、仲間の
医師から手術を勧められるほどでした。ところが、
ある歯科医師との出会いをきっかけに、歯周病の治
療を決断し、歯科医院に通ったところ、減量に成功
し、体調が見違えるように良くなってきたという話
があります。その先生いわく「糖尿病は脂肪細胞の
炎症、歯周病は歯周組織の炎症、両者は炎症という
キーワードでつながっている。よって、口の中の炎
症を制御することで体の中の他の部分の炎症もある
程度制御できる」とのこと。糖尿病専門の先生も口
の中を清潔に保つことの大切さを実体験をもってお
話しされています。持病に糖尿病をお持ちの方もそ
うでない方も、歯科医院での定期的なメンテナンス
に行かれたことがない方は、行ってみると自身の体
について何か新たな発見があるかもしれません。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝歯周病と糖尿病＝
　歯周病が体のさまざまな臓器の病気
に関係しているということが、徐々に
世の中に知られてきています。
　今回は歯周病と糖尿病についてのお
話です。

歯っ！とする歯のおはなし㉟

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

特集冬、雪と過ごす
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主な事業の執行状況
区　　分 事 業 名 事 業 費 支出済額 支出済率

土　　　木 市道新設・改良 6億7023万円 8178万円 12.2％
側溝・舗装整備 1億5500万円 2504万円 16.2％

生　　　活 公共下水道・浄化槽整備 8億2371万円 1億5546万円 18.9％
農　　　林 農　業　振　興 1億2077万円 1963万円 16.3％
教　　　育 学校給食事業 3億 663万円 1億4250万円 46.5％

福　　　祉 児　童　福　祉 28億7564万円 11億5674万円 40.2％
老　人　福　祉 14億3482万円 5億8637万円 40.9％

医療・介護
国民健康保険給付費 27億3174万円 11億8711万円 43.5％
介護保険給付費 43億  68万円 17億 155万円 39.6％

後期高齢者医療療養給付費負担金 4億1784万円 2億6115万円 62.5％

一　般　会　計
歳　出歳　入

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、収
入済額と予算現額に対する収入済額の割合です。

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、支
出済額と予算現額に対する支出済額の割合です。

総務費[20.8%]

42億2968万円
(10億2205万円 24.2%)

教育費[11.2%]

22億7305万円
(11億 178万円 48.5%)

公債費[8.2%]

16億5959万円
( 8億2011万円 49.4%)

衛生費[7.4%]

15億 683万円
( 8億7094万円 57.8%)土木費[10.8%]

21億9214万円
( 2億7398万円 12.5%)

商工費[7.1%]

14億5204万円
(10億7236万円 73.9%)

民生費[28.0%]

56億8283万円
(22億1628万円 39.0%)

消防費[3.0%]

 6億 156万円
( 2億7509万円 45.7%)

農林水産業費[2.3%]

 4億7451万円
( 1億5882万円 33.5%)

その他[1.1%]

 2億2211万円
(    9962万円 44.9%)

2431万円
(     620万円 25.5%)

災害復旧費[0.1%]

 市税[25.0%]
50億8431万円
(27億9758万円 55.0%)

諸収入・その他[16.9%]  34億2423万円
( 5億3745万円 15.7%)

寄附金[7.4%]
15億円  

( 6億8329万円 45.6%)

国庫支出金[11.7%]

23億7101万円
( 5億1585万円 21.8%)

 

各種交付金等[5.5%]
11億2339万円
( 5億4661万円 48.7%)

県支出金[5.8%]

( 1億8903万円 16.0%)
11億8331万円

地方交付税[19.7%]
40億1300万円
(27億8984万円 69.5%)

市債[8.0%]

16億1940万円
( 1億8270万円 11.3%)

自
主
財
源
49
・
３
％

依
存
財
源
50
・
７
％

区　　分 収入予算現額 収入済額 収入済率 支出予算現額 支出済額 支出済率

水道事業 収益的 10億9704万円 5億2826万円 48.2％ 10億5158万円 2億1997万円 20.9％ 
資本的 1億5200万円 0円 0.0％ 6億9746万円 8715万円 12.5％ 

病院事業 収益的 19億8914万円 9億2086万円 46.3％ 19億8914万円 7億5966万円 38.2％ 
資本的 1億3397万円 6200万円 46.3％ 1億7661万円 6351万円 36.0％ 

合　　計 33億7215万円 15億1112万円 44.8％ 39億1479万円 11億3029万円 28.9％ 

企　業　会　計

203億1865万円
（82億4235万円 40.6％）

203億1865万円
（79億1723万円 39.0％）

市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
等
を
財
源
と
し
て
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
で
快
適
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

３
５
５
億
７
０
０
２
万
円
で
す
。
な
お
、
全
て
の
金
額
に
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

の
繰
り
越
し
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
政
調
整
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
414
へ
。

令
和
元
年
度
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）総務費[20.8%]

42億2968万円
(10億2205万円 24.2%)

教育費[11.2%]

22億7305万円
(11億 178万円 48.5%)

公債費[8.2%]

16億5959万円
( 8億2011万円 49.4%)

衛生費[7.4%]

15億 683万円
( 8億7094万円 57.8%)土木費[10.8%]

21億9214万円
( 2億7398万円 12.5%)

商工費[7.1%]

14億5204万円
(10億7236万円 73.9%)

民生費[28.0%]

56億8283万円
(22億1628万円 39.0%)

消防費[3.0%]

 6億 156万円
( 2億7509万円 45.7%)

農林水産業費[2.3%]

 4億7451万円
( 1億5882万円 33.5%)

その他[1.1%]

 2億2211万円
(    9962万円 44.9%)

2431万円
(     620万円 25.5%)

災害復旧費[0.1%]

 市税[25.0%]
50億8431万円
(27億9758万円 55.0%)

諸収入・その他[16.9%]  34億2423万円
( 5億3745万円 15.7%)

寄附金[7.4%]
15億円  

( 6億8329万円 45.6%)

国庫支出金[11.7%]

23億7101万円
( 5億1585万円 21.8%)

 

その他[5.5%]
11億2339万円
( 5億4661万円 48.7%)

県支出金[5.8%]

( 1億8903万円 16.0%)
11億8331万円

地方交付税[19.7%]
40億1300万円
(27億8984万円 69.5%)

市債[8.0%]

16億1940万円
( 1億8270万円 11.3%)

自
主
財
源
49
・
３
％

依
存
財
源
50
・
７
％

市税の収入状況
区　　分 予算現額 収入済額 収入済率

普通税

市　民　税 20億7961万円 9億7236万円 46.8％ 
固定資産税 22億5713万円 13億4716万円 59.7％ 
た ば こ 税 1億3983万円 1億3369万円 95.6％ 
軽自動車税 2億4162万円 1億3202万円 54.6％ 

目的税 都市計画税 3億5722万円 2億 815万円 58.3％ 
入　湯　税 890万円 420万円 47.2％ 

合　　計 50億8431万円 27億9758万円 55.0％ 

市債等の現在高
区　　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 155億2845万円 0円
公共下水道 83億6791万円 0円

浄化槽整備事業 9億4096万円 0円
水 道 事 業 12億6670万円 0円
病 院 事 業 4億5462万円 0円
合 計 265億5864万円 0円

市の財産
区　　分 状　　況

土 地 148万6177㎡
建 物 16万3528㎡
自 動 車

(リース車両、水道、病院を除く) 86台
有価証券等 5億9824万円
積 立 金 46億2491万円

温泉権(２カ所) 8000万円
重 要 備 品 463個

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率 支出済額 支出済率
公共下水道事業 18億4212万円 2億7652万円 15.0％ 6億3855万円 34.7％ 
浄化槽整備事業 2億5317万円 458万円 1.8％ 6725万円 26.6％ 
国民健康保険 40億1905万円 15億 559万円 37.5％ 18億 590万円 44.9％ 
後期高齢者医療 5億 335万円 1億6073万円 31.9％ 1億6270万円 32.3％ 
介　護　保　険 46億9239万円 21億8212万円 46.5％ 18億1380万円 38.7％ 

介護認定審査会共同設置 2404万円 1562万円 65.0％ 961万円 40.0％ 
財　　産　　区

(高松、醍醐、三泉、幸生) 246万円 171万円 69.5％ 122万円 49.6％ 

合　　　　　計 113億3658万円 41億4687万円 36.6％ 44億9903万円 39.7％ 

特　別　会　計

令和元年度上半期（９月30日現在）
市の財政状況

諸収入・
その他 繰越金、分担金、使用料等

地 方
交付税

地方公共団体の財源を保障するため国
税の中から交付されたお金

国 庫
支出金 市の事業に対して国から交付されたお金

市　債 国や金融機関等から借り入れたお金

県支出金 市の事業に対して県から交付されたお金

各種交
付金等

消費税を財源とした交付金や自動車重
量税を財源とした地方譲与税等

民生費 高齢者や障がい者、児童等の福祉費用
総務費 徴税や選挙、事務管理等の費用
教育費 小中学校や社会教育等の費用
土木費 道路や河川、公園等の費用
公債費 国や金融機関等からの借入金の返済費用
衛生費 保健衛生やごみ処理等の費用
商工費 商工業や観光振興等の費用
消防費 消防や救急活動等の費用
農林水
産業費 農業振興等の費用

その他 議会等の費用
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「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や
　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。 さがえフォトスタジオ

東北シクロクロスシリーズ2019さがえラウンド

　10月27日、グリバーさがえで、全国から集結したトッ
プ選手たちがオフロードのコースを疾走しました。

コドモモシゴト ボクノマチクエスト

　11月４日、市商工会青年部主催の職業体験イベントを
チェリーナさがえに訪れた子どもたちが楽しみました。

ハロウィン★なりきりマルシェ

　10月27日、ハロウィーン衣装が貸し出された寒河江駅
前みこし公園に、数々の秋の味覚が集まりました。

市ボランティアフェスティバル2019

　11月９日、ハートフルセンターでボランティア活動紹
介が行われ、来場者がボランティア体験を楽しみました。

ストライダーエンジョイカップ「寒河江つや姫ステージ」

　10月20日、最上川ふるさと総合公園で、子どもたちが
ランニングバイクで元気いっぱいに駆け抜けました。

寒河江混声合唱団第28回定期演奏会

　10月20日、寒河江混声合唱団団員が、会場の市民文化
会館に伸びやかで美しい歌声を響かせました。

柴橋地区多世代交流センター建築工事上棟式

　11月12日に上棟式が行われた多世代交流センターは、
来年３月下旬完成予定です。

第７回チェリーナさがえフェスティバル

　11月10日、チェリーナさがえで、子どもたちが忍者に
なりきり、走る・投げる・跳ぶ運動で汗を流しました。

第51回市総合文化祭合同発表会

　11月３日、合唱や舞踊、伝統芸能など、参加22団体が日々の練習の成
果を存分に披露し、市民文化会館の聴衆を魅了しました。
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生 涯 学 習 の ま ど
�

寒河江市美術館

地区公民館活動写真展

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
宮
内
か
ら
葉
山
を
真
正
面
に
見

な
が
ら
幸
生
に
進
む
と
、
有
名
な

「
立
岩
」
が
見
え
て
く
る
。
近
年
、

こ
れ
は
「
幸
生
カ
ル
デ
ラ
」
と
称

し
、
七
百
万
年
前
に
幸
生
で
火
山

活
動
が
行
わ
れ
た
痕
跡
と
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
最
初
の
集
落
「
笈
合
」
に
祀
ら

れ
て
い
る
阿
弥
陀
堂
を
拝
観
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
山
裾
に
鎮
座
す

る
三
間
四
面
の
宝
形
づ
く
り
は
古

風
で
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、

人
々
の
願
い
や
喜
び
を
記
し
た
衣

装
で
何
重
に
も
包
ま
れ
て
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
柔
和
な
顔
容
を
見
せ

て
下
さ
っ
た
。

　
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
た
。
宝
暦

十
一
年(

一
七
六
一)

八
月
六
日
、

幸
生
に
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
寺｢

幸

泉
寺｣

の
光
乗
と
い
う
僧
侶
が
願

主
と
な
り
、
慈
恩
寺
の
松
本
坊
光

定
が
落
慶
の
導
師
を
務
め
、
笈
合

の
人
々
が｢

二
世
安
楽｣

を
願
っ

て
助
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
無
量
壽
殿
」
と
い
う
古
い
扁
額

が
残
り
、
鰐
口
に
は
寛
永
十
三
年

(

一
六
三
六)

七
月
十
五
日
と
あ
り
、

講
中
の
別
当
衆
が
奉
納
し
た
の
で

あ
っ
た
。
阿
弥
陀
堂
は
、
も
っ
と

古
く
か
ら
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
堂
内
に
は
炉
が
切
ら
れ
、
幸

泉
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
と
き
の
僧

が
こ
こ
で
暮
ら
し
た
と
い
う
。
ほ

か
に
、
鈴
や
ポ
ン
プ
車
導
入
、
寄

付
額
な
ど
集
落
の
人
々
の
生
き
た

足
跡
が
残
る
。

　
別
当
の
郷
野
利
夫
家
は
、
文
禄

五
年(

一
五
九
六)

頃
、
幸
生
一

帯
を
治
め
た
東
海
林
康
廣
が
発
給

し
た
文
書
に
登
場
す
る｢

郷
一
族｣

の
一
人｢

郷
左
衛
門
尉
五
郎｣

の

末
裔
に
あ
た
る
。
明
治
以
降｢

治

兵
衛
」
を
名
乗
り
、
長
寿
寺
や
三

島
神
社
を
支
え
た
旧
家
。
今
も
東

海
林
原
の
「
古
屋
敷
」
に
耕
地
を

所
有
し
、
連
綿
と
し
て
稲
作
を
続

け
る
。
住
居
の
眼
前
を
、
霊
峰
葉

山
に
登
る
大
勢
の
山
伏
た
ち
も
通

っ
た
と
い
う
古
道
が
残
る
。

　
今
、
笈
合(

地
元
で
は
オ
ヤ
セ

と
呼
ぶ)

は
、
二
十
戸
ほ
ど
の
集

落
。
三
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

班
頭(

同
じ
く
ハ
ガ
シ
ラ
と
呼
ぶ)

を
置
き
、
契
約
講
を
結
ん
で
阿
弥

陀
堂
の
管
理
に
あ
た
る
。
今
年
も

床
が
傷
ん
だ
の
で
張
り
替
え
た
と

い
う
。

　
毎
年
春
が
来
て
境
内
の
桜
の
咲

く
頃
に
、
人
々
は
阿
弥
陀
様
に
念

仏
を
上
げ
、
ご
馳
走
を
持
ち
寄
っ

て
花
見
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
山

里
の
小
さ
な
集
落
で
、
何
百
年
も

心
一
つ
に
阿
弥
陀
様
を
守
り
続
け

る
姿
に
心
打
た
れ
た
。

笈
お

い

あ

わ

せ合
阿
弥
陀
堂
を
守
る
人
た
ち

Sagae Library
さがえライブラリー

　市内４地区公民館の活動写真展を開催します。
　公民館主催の事業や講座について、参加した皆さんの
真剣な表情や元気な姿を写真でご紹介します。
　この機会にぜひご覧いただき、公民館を身近に感じて
いただきたいと思います。
●日時／12月17日㈫～
　令和２年１月９日㈭
　の午前10時～午後７時
●休館日／12月18日㈬、
　１月１日㈬
●問合せ／市文化セン
　ター美術館専門員・
　白田☎86-5111へ。

９日㈪・２３日㈪・２９日㈰～１月３日㈮
�※�冬期間（１２月～２月）の閉館時間は、午後６時
３０分（日曜・祝日は午後５時）

�月の休館日

今月の1冊
くよくよしない力
The　Power　Word　by　Fuziko　Hemming
フジコ・ヘミング・著　秀和システム・発行
　世界各地で、聴衆を魅了するピア
ニストの彼女は、いじめを受けたり「一流の証」
となるはずのリサイタル直前に聴力を失ったりす
る等の苦難や挫折をその都度乗り越えてきました。
そして「つらさ、悲しみに耐えた経験が音の響き
や音色に現れ、人々の心に届く」と語っています。
彼女ならではの人生観や価値観を、45の章のお好
きなところから読み解いてみませんか？

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　　　１２／２１㈯午後２時～３時
図書館ボランティアチェリー
　　　１２／１０㈫・１７㈫・２４㈫の午前１０時～１１時３０分

おはなし室

読書感想画コンクール作品展　　　　１２／８㈰まで
池坊サークル展　　　　　　　　　　１２／１3㈮から
四季の花・幻想切絵展　　　　　　　１２／24㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
柴橋小学校５年生による本の紹介　　１２／22㈰まで
１年の締めくくり　　　　　　　　　１２／２８㈯まで

　
寒
河
江
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
（
菊
地
元
宏
会
長
）
に
お
い
て

応
募
総
数
１
６
３
９
点
の
中
か
ら

12
点
を
選
出
し
、
11
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
の
青
少
年
問
題
を
考
え
る
「
子

ど
も
・
若
者
健
全
育
成
研
修
会
」

の
中
で
標
語
の
発
表
と
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

■
小
学
生
の
部

・�

ご
め
ん
な
さ
い　
あ
い
て
も
じ

ぶ
ん
も　
い
い
き
も
ち
（
た
か

や
ま
ら
い
と
・
寒
河
江
中
部
小

１
年
）

・�

あ
だ
名
で
も
い
や
な
気
も
ち
に

な
る
ん
だ
よ　
わ
た
し
の
名
前

か
え
な
い
で
（
む
ら
お
か
こ
こ

な
・
柴
橋
小
２
年)

・�

そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
…　
大
切
な
の
は
相
手
の
気

持
ち
（
江
﨑
叶
琉
・
寒
河
江
小

３
年
）

・�

手
を
あ
わ
せ　
目
と
目
が
あ
え

ば　
な
か
な
お
り
（
布
川
虎
太

郎
・
醍
醐
小
３
年
）

・�

ご
め
ん
ね
と　
言
え
ば
よ
か
っ

た　
友
達
に
（
國
井
翔
惟
・
高

松
小
４
年
）

・�

笑
顔
の
輪　
つ
な
げ
て
な
く
そ

う　
い
じ
め
の
根
（
河
野
翔
・

西
根
小
５
年
）

・�

か
く
さ
な
い　
家
族
だ
け
で
も

相
談
だ
（
大
泉
謙
悟
・
高
松
小

６
年
）

■
中
学
生
の
部

・�

弱
く
な
い　
助
け
を
求
め
て
！

堂
々
と
（
武
田
丈
慈
・
陵
東
中

１
年
）

・�
考
え
て　
心
の
眼
（
愛
）
で　

優
し
さ
を
（
斉
藤
佑
榎
・
陵
東

中
１
年
）

・�

人
を
見
下
す
君
の
目
に　
私
の

悲
し
み
映
っ
て
い
る
か
（
宮
田

幸
・
陵
西
中
２
年
）

・�

考
え
て　
自
分
の
言
葉　
そ
の

先
を
（
伊
藤
柚
・
陵
南
中
３
年
）

・�

短
所
よ
り　
長
所
を
見
つ
け
て

咲
く
笑
顔
（
渋
谷
真
由
香
・
陵

南
中
３
年
）

　
10
月
18
日
に
、
市
民
講
座
「
さ

く
ら
ん
ぼ
大
学
」
大
学
院
（
慈
恩

寺
の
歴
史
専
攻
科
）
の
研
究
発
表

会
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
12
人
が
、
こ
れ

ま
で
山
形
大
学
名
誉
教
授
の
伊
藤

清
郎
さ
ん
の
講
義
や
現
地
研
修
を

通
し
て
学
ん
だ
慈
恩
寺
の
歴
史
に

つ
い
て
自
分
な
り
の
視
点
で
ま
と

め
た
成
果
を
発
表
し
合
い
、
修
了

証
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
フ

ェ
で
は
、
お
茶
を
片
手
に
、
お
互

い
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
話
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

講
師
の
伊
藤
さ
ん
の
齋
藤
茂
吉
文

化
賞
受
賞
に
つ
い
て
お
祝
い
し
ま

し
た
。

令
和
元
年
度
「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動 

市
の
入
選
標
語
が
決
定

令
和
元
年
度
「
慈
恩
寺
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
作
品
が
決
定

　
慈
恩
寺
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

一
般
・
子
ど
も
の
部
で
、
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

受
賞
作
品

■
一
般
の
部

【市
長
賞
（
最
優
秀
賞)

】
長
谷
川

順
子
「
慈
恩
寺
本
堂
（
一
切
経
会
）」

【優
秀
賞
】
荒
木
大
輝
「
熊
野
神
社
」

【奨
励
賞
】
大
谷
健
吾
「
阿
弥
陀
堂
」

後
藤
響
「
山
門
」

【佳
作
】
大
熊
幸
夫
「
十
二
神
将
子
・

宮
毘
羅
大
将
」、
池
上
博
「
心
象
・

弥
勒
菩
薩
像
」

■
子
ど
も
の
部

【教
育
長
賞
（
金
賞)

】
武
田
和
樹

「
令
和
元
年
の
蓮
池
」

【銀
賞
】
宮
田
幸
「
慈
恩
寺
を
守
り

し
仁
王
像
」、
今
井
颯
希
「
晴
れ
た

日
の
仁
王
門
」

【銅
賞
】
押
野
花
乃
音
「
慈
恩
寺

の
門
」、
柏
倉
舞
美
「
歴
史
あ
る
慈

恩
寺
本
堂
」

【佳
作
】
大
沼
夢
依
「
山
形
の
宝
」、

布
川
虎
太
郎
「
仏
ぞ
う
」、
山
田
奈

穂
「
薬
師
如
来
像
」、
中
村
怜
「
朝

の
本
堂
」、
菅
井
愛
奏
「
迫
力
あ
る

左
門
の
神
様
」、
渡
邊
陽
生
「
立
派

な
三
重
塔
」、
菅
原
奏
乃
「
三
重
塔
」

［
敬
称
略
］

［
敬
称
略
］

市
長
賞
（
最
優
秀
賞
）　

教
育
長
賞
（
金
賞
）

生
涯
学
習
一
コ
マ

幸生笈合の阿弥陀堂

、
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市
立
病
院
職
員
採
用
試
験

(

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●
試
験
区
分
／
看
護
師
５
人

●�

受
験
資
格
／
生
年
月
日
が
昭
和
54
年
４
月

２
日
以
降
で
、
看
護
師
の
免
許
を
有
し
て

い
る
、
ま
た
は
令
和
２
年
４
月
30
日
ま
で

に
同
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
。
他
に
も

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
受
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

試
験
日
時
／
令
和
２
年
１
月
19
日
(日)
午
前

８
時
40
分
～

●
試
験
会
場
／
市
立
病
院

●�

試
験
種
目
／
作
文
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

職
場
適
応
性
検
査
、
看
護
師
適
性
検
査
、

人
物
試
験
（
面
接
）

●�

受
験
申
込
／
受
験
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

１
月
６
日
(月)
ま
で
市
立
病
院
事
務
室
（
〒

991-

8508
寒
河
江
市
大
字
寒
河
江
字
塩
水
80
番

地
）
へ
提
出
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
、
年
末
年
始
も
可
。
郵
送
の
場
合
は
１

月
６
日
消
印
有
効)

。
申
込
用
紙
は
市
立
病

院
事
務
室
で
交
付
す
る
ほ
か
、
市
立
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
病
院
☎(

８
６)

２
１
０
１
へ
。

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

●
公
募
数
／
３
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選)

●�

応
募
資
格
／
市
内
在
住
で
、
令
和
元
年
12

月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方
。
他
に
も

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

任
期
／
令
和
元
年
12
月
25
日
～
令
和
３
年

12
月
24
日
（
会
議
は
随
時
開
催
）

●�

応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
12
月

16
日
(月)
ま
で
市
建
設
管
理
課
へ
郵
送
（
〒 

991-
8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号)

、

電
子
メ
ー
ルkensetu@

city.sagae.
yam

agata.jp

、
持
参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
総
務
計
画
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
330
へ
。

第
２
次
健
康
さ
が
え
21

中
間
評
価
報
告
書
案
へ
の
意
見
を
公
募

　
市
第
２
次
健
康
さ
が
え
21
中
間
評
価
報
告

書
案
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

意
見
を
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
し

て
い
ま
す
。

●�

閲
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
、
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
各
地
区

公
民
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。

●�

意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
用
紙
に
記
入

の
上
、
12
月
23
日
(月)
午
後
１
時
ま
で
市
健

康
福
祉
課
へ
郵
送
（
〒
991-

0021
寒
河
江
市
中

央
２
丁
目
２
番
１
号)

、
電
子
メ
ー
ルkenkou

　

�@
city.sagae.yam

agata.jp

、
フ
ァ
ッ
ク

ス(

８
３)

３
２
０
１
、
電
子
申
請
、
持
参

の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
625
へ
。

奨
学
金
返
還
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
地
元
で
頑
張
る
若
者
を
応
援

　
若
者
の
定
着
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
奨
学
金
（
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
一

種
・
第
二
種
奨
学
金
）
の
返
還
を
経
済
的
に

支
援
し
ま
す
。
学
生
向
け
と
県
外
か
ら
の
Ｕ

タ
ー
ン
夫
婦
向
け
の
２
種
類
の
返
還
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
向
け
返
還
支
援
制
度
（
県
若
者
定
着
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
）

　
大
学
等
に
在
学
中
の
方
が
、
卒
業
後
に
県

内
に
就
職
し
、
か
つ
市
内
に
居
住
し
た
場
合
、

奨
学
金
の
返
還
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
大
学
等
卒
業
後
の
進
路
が
未
定
の
場

合
も
可)

。

■�

対
象
／
大
学
、
大
学
院
、
高
専
、
県
内
の

短
大
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
学
中
の
方
。

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
４
人
程
度

■�
返
還
支
援
限
度
額
／
本
年
度
以
降
の
貸
与

月
数
×
最
大
２
万
６
千
円
（
償
還
残
額
が

上
限
）

■�

返
還
支
援
／
大
学
等
を
卒
業
後
６
カ
月
以

内
に
市
内
に
居
住
か
つ
県
内
に
就
業
し
、

３
年
間
就
業
し
た
後
に
、
県
が
一
括
し
て

日
本
学
生
支
援
機
構
に
支
払
う
。

お
知

ら
せ

■
申
込
期
限
／
12
月
24
日
(火)

Ｕ
タ
ー
ン
夫
婦
向
け
返
還
支
援
制
度
（
市
若

者
定
着
支
援
未
来
創
成
事
業
）

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
県
外
か
ら
市

内
に
転
入
（
見
込
み
を
含
む
）
す
る
Ｕ
タ
ー

ン
夫
婦
は
、
奨
学
金
の
返
還
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

対
象
／
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
県
外

か
ら
市
内
に
転
入
（
見
込
み
を
含
む
）
す

る
Ｕ
タ
ー
ン
夫
婦
で
、
夫
か
妻
の
ど
ち
ら

か
の
親
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
３
人
程
度

■�

返
還
支
援
限
度
額
／
貸
与
月
数
×
最
大
２

万
６
千
円
（
償
還
残
額
が
上
限
）

■�

返
還
支
援
／
令
和
２
、
３
年
度
に
償
還
金

額
単
年
度
相
当
額
を
支
援
し
、
令
和
４
年

度
に
返
還
支
援
限
度
額
ま
で
一
括
支
援
。

■
申
込
期
限
／
令
和
２
年
３
月
31
日
(火)

●
申
込
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

建
物
の
取
り
壊
し
・
増
改
築
は

市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
12
月
末
ま
で
に
建
物
を
全
部
ま
た
は
一
部

取
り
壊
し
た
場
合
、
登
記
し
て
い
る
建
物
は

法
務
局
で
手
続
き
を
行
い
、
登
記
し
て
い
な

い
建
物
は
市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
増
改
築
等
を
行
っ
た
場
合
も
課
税
額

の
変
更
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
313
へ
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
登
録
を

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
要
支
援

者
を
迅
速
か
つ
適
正
に
避
難
誘
導
す
る
た
め
、

市
で
は
要
支
援
者
の
方
々
か
ら
個
別
避
難
支

援
プ
ラ
ン
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
災
害
情
報
提
供
や
避
難
誘

導
、
安
否
確
認
に
活
用
す
る
た
め
、
避
難
支

援
者
・
関
係
機
関
に
登
録
者
情
報
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。

●�

対
象
／
災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
生
活
者
。

①
介
護
保
険
認
定
が
要
介
護
３
以
上
の
方
。

②
75
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯
。
③
身

体
障
が
い
者
１
・
２
級
の
方
（
上
肢
、
心

臓
、
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
の
み
の
該
当
者

を
除
く)

。
④
知
的
障
が
い
者
（
療
育
手
帳

Ａ
の
方)

。
⑤
精
神
障
が
い
者
（
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方)

。
⑥
市
長
・

町
会
長
等
が
必
要
と
認
め
た
方

●�

登
録
／
①
・
②
の
方
へ
は
、
地
区
を
担
当

す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
訪
問
し
、

登
録
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。
③
～
⑤
で

未
登
録
の
方
へ
は
、
令
和
２
年
１
月
に
個

人
通
知
を
行
う
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
663
へ
。

さ
が
え
オ
レ
ン
ジ
塾

　

｢

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
共
に
学

び
共
に
生
き
る
大
切
さ
を
知
ろ
う
！
」
を
テ

ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
20
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●�

内
容
／
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
実
践
報
告
、
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等

●�

問
合
せ
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支

援
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
666
へ
。

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

親
子
で
楽
し
い
食
育
教
室

　
親
子
で
正
し
い
食
生
活
を
知
り
、
作
る
楽

し
さ
と
食
べ
る
喜
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
12
月
22
日
(日)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

定
員
／
市
内
在
住
の
年
長
児
ま
た
は
小
学

生
と
父
母
（
祖
父
母)

、
20
組

●�

内
容
／
栄
養
の
話
、
調
理
実
習
（
豆
腐
ク

リ
ー
ム
の
パ
ン
グ
ラ
タ
ン
、
豚
ス
ラ
イ
ス

の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
パ
ン
粉
焼
き
、
牛
乳
コ
コ

ア
プ
リ
ン
）
等

●
参
加
費
／
１
組
３
０
０
円

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

●�

申
込
／
12
月
16
日
(月)
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
９

　
本
市
の
姉
妹
都
市
が
あ
る
ト
ル
コ
・
韓
国

等
の
料
理
・
飲
み
物
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

定
員
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
22
日
(日)
午
後
４
時
～

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／
市
国
際
交
流
協
会
会
員
２
千
円
、

非
会
員
４
千
円

●�

申
込
／
12
月
13
日
(金)
ま
で
市
国
際
交
流
協

会
（
市
企
画
創
成
課
内
）
☎(

８
６)

２
１

１
１
内
線
416
へ
。

醍
醐
地
区
慈
恩
寺
大
晦
日(

み
そ
か)

花
火
大
会｢

雪
月
華｣

　
慈
恩
寺
の
冬
を
彩
る
花
火
が
、
大
晦
日
の

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
令
和
初
め

て
の
冬
花
火
を
、
ぜ
ひ
慈
恩
寺
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
31
日
(火)
午
後
11
時
40
分
～
。

天
候
に
よ
り
令
和
２
年
１
月
１
日
(水)
～
３

日
(金)
に
順
延

●
会
場
／
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前

●�

内
容
／
約
６
０
０
発
の
花
火
打
ち
上
げ
、

仁
王
坂
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
慈

恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
慈
恩
寺
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
等
。
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
慈
恩
寺
花
火
婚
」
を
同
時
開
催
。

●�

問
合
せ
／
西
部
地
区
公
民
館
☎(

８
７)

１

３
０
２
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

絵
手
紙
作
品
展

■�

日
時
／
令
和
２
年
１
月
５
日
(日)
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日
・
12
月
29

日
(日)
～
１
月
３
日
(金)
休
館
）

そ
ば
う
ち
体
験
教
室

■
日
時
／
12
月
25
日
(水)
午
前
10
時
～
正
午

■
受
講
料
／
２
千
円
（
材
料
代
込
み
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)
５
１
９
５
へ
。

村
岡
喜
代
美
写
真
展

｢

丹
頂
鶴
に
魅
せ
ら
れ
て｣

●�

日
時
／
12
月
22
日
(日)
～
令
和
２
年
１
月
８

日
(水)
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

障
子
張
り
講
習
会

●
日
時
／
12
月
20
日
(金)
午
前
９
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
原
則
60
歳
以
上
の
方
、
10
人

●
持
ち
物
／
カ
ッ
タ
ー
、
替
え
刃
、
昼
食

●�

申
込
／
12
月
13
日
(金)
ま
で
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
９
in
フ
ロ
ー
ラ

●�

日
時
／
12
月
14
日
(土)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
開
場
・
午
後
１
時
～
）

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●�

内
容
／
大
道
芸
ス
テ
ー
ジ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
ほ
か

●�

問
合
せ
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。
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さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
276
～
278
回
公
演

謡
曲
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
12
月
８
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■�

出
演
／
喜
多
流
羽
謡
会
、
あ
や
め
歌
謡
サ

ー
ク
ル

ギ
タ
ー
、
西
洋
舞
踊
、
二
胡
（
こ
）
の
ス
テ

ー
ジ

■
日
時
／
12
月
15
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
50
分

■�

出
演
／
ギ
タ
ー
ア
リ
オ
ン
、
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
・
サ
フ
ィ
ナ
、
二
胡
ス
マ
イ
ル
会

歳
末
に
贈
る
笑
い
と
涙
「
歓
喜
の
歌
」
上
映

　
立
川
志
の
輔
の
新
作
落
語
の
映
画
化
。
文

化
会
館
で
働
く
中
年
公
務
員
の
飯
塚
主
任
は

事
な
か
れ
主
義
者
。
大
み
そ
か
に
市
民
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
の
「
第
九
」
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
を
、

似
た
名
前
の
２
団
体
に
ダ
ブ
っ
て
受
け
付
け

し
て
し
ま
い
大
問
題
に
発
展
。
練
習
を
重
ね

て
き
た
マ
マ
さ
ん
た
ち
の
歌
は
大
み
そ
か
の

町
に
響
き
渡
る
の
か
…
。
小
林
薫
、
安
田
成

美
、
浅
田
美
代
子
、
由
紀
さ
お
り
出
演
。

■
日
時
／
12
月
22
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

｢

初
級
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル｣

●�

日
時
／
令
和
２
年
１
月
16
日
(木)
～
２
月
10

日
(月)
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全
８
回
、
午

前
９
時
～
正
午

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
受
講
料
／
７
２
０
０
円

●�

申
込
／
12
月
25
日
(水)
ま
で
市
技
術
振
興
協

会
☎(

８
６)

１
９
９
１
へ
。

チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
体
験
会

香
草
や
薬
草
を
楽
し
む

■
日
時
／
12
月
10
日
(火)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
定
員
／
４
人

■
参
加
費
／
１
８
３
４
円

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
等

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ニ
ッ
ト

■�
日
時
／
12
月
11
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

■
定
員
／
４
人

■
参
加
費
／
１
７
６
０
円

■
持
ち
物
／
棒
針
４
号
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具

気
楽
に
話
そ
う

■
日
時
／
12
月
16
日
(月)
午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
／
５
人

■
参
加
費
／
５
５
０
円

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
飲
み
物
等

楽
し
い
ペ
ン
字
講
座

■
日
時
／
12
月
19
日
(木)
午
後
７
時
～
８
時

■
定
員
／
４
人

■
参
加
費
／
５
５
０
円

■
持
ち
物
／
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
漢
字
練
習
ノ
ー
ト

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

■�

日
時
／
12
月
21
日
(土)
午
前
９
時
10
分
～
10

時
10
分

■
定
員
／
小
学
１
年
生
～
４
年
生
、
４
人

■
参
加
費
／
５
５
０
円

■
持
ち
物
／
内
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
飲
み
物
等

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●�

申
込
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え
管
理
事
務
所

☎(

８
５)

１
８
０
０
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
12
月
11
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●�

内
容
／
山
形
マ
ザ
ー
ズ
バ
ン
ド
・
チ
ェ
リ

ー
ズ
の
演
奏

●�

申
込
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３

２
２
５
へ
。

寒
河
江
市
西
村
山
郡
訪
問
看
護

事
業
団 

公
開
講
演
会

●�

日
時
／
令
和
２
年
１
月
11
日
(土)
午
後
１
時

30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

内
容
／
県
立
中
央
病
院
副
院
長
兼
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
・
森
野
一
真
氏
に
よ
る
講

演
「
地
域
の
災
害
へ
の
対
応
と
備
え
」

●�

申
込
／
寒
河
江
市
西
村
山
郡
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
室
た
ん
ぽ
ぽ
☎(

８
４)

７

１
０
７
へ
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

(
と
こ
し
え
三
泉)

　
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、
認
知
症
を
一
緒

に
考
え
支
え
た
い
方
等
が
情
報
交
換
し
合
え

る
交
流
の
場
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
27
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●�

問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。

山
交
バ
ス 

寒
河
江
・
天
童
～
仙
台
線

令
和
２
年
３
月
31
日
(火)
運
行
終
了

　
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
寒
河
江
・

天
童
～
仙
台
線
（
特
急
48
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ナ

ー
）
の
運
行
を
終
了
し
ま
す
。
詳
細
は
山
交

バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
山
交
バ
ス
株
式
会
社
バ
ス
案
内

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３(

６
３
２)

７
２
７
２
へ
。

社
会
福
祉
法
人
悠
々
会

職
員
募
集

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

募
集
区
分
／
看
護
職
員
・
若
干
名
（
看
護

師
・
準
看
護
師)

、
介
護
職
員
・
若
干
名
（
資

格
不
問
、
有
資
格
者
を
優
遇
）

●�

申
込
／
社
会
福
祉
法
人
悠
々
会
☎(

８
７)

５
１
１
１
へ
。

12月の行事予定 1月の行事予定
5㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

6㈮ 子育てサロン・エンジェル「クリスマス会」

7㈯ ゆめはーと寒河江「親子ミニ門松つくり｣／市ドッ
ク／パパママスクールわくわく育児編

8㈰ さがえ図書館まつり2019冬まつり／休日当番医（さ
とうクリニック)／証明書交付窓口開庁（午前）

9㈪ 市立図書館休館日

10㈫ こころの健康相談／離乳食後期教室／南部・柴橋・
西部地区公民館休館日

11㈬
ゆめはーと寒河江「クリスマスコンサート｣／行政
相談／１歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ
休館日

12㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／産後リフレッ
シュ講座／市民浴場休場日

13㈮ 市ドック／レディース検診／２歳児ピカピカ歯科
検診

14㈯ さがえっこ育みフォーラム・ライフデザインセミ
ナー「石田晃講演会」

15㈰ 休日当番医（豊岡整形外科)／証明書交付窓口開庁
(午前)／ハートフルセンター休館日

16㈪

17㈫ 市ドック

18㈬ ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／妊娠期の母乳ミル
ク準備講座／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

19㈭ ふるさと交流スペース／法律相談／健康相談／３
～４カ月児健診

20㈮ 保健師育児相談／母乳ミルク相談室

21㈯

22㈰
国際交流パーティー2019／親子で楽しい食育教室／
休日当番医（すまいるレディースクリニック)／証
明書交付窓口開庁（午前）

23㈪ 市ドック／レディース検診／市立図書館、市民体
育館、チェリーナさがえ休館日

24㈫ 市長相談／水道料金・下水道浄化槽使用料（10月・
11月分）口座振替日／中央公民館休館日

25㈬
市ドック／９～10カ月児健診／市県民税（４期)、
国民健康保険税（６期)、介護保険料（６期)、後
期高齢者医療保険料（６期）納期限

26㈭ ふるさと交流スペース／市ドック／健康相談

27㈮ 市ドック

28㈯ 市民体育館、チェリーナさがえ休館日

29㈰
休日当番医（田村内科・消化器科クリニック)／ハ
ートフルセンター、中央公民館、各地区公民館、
市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

30㈪
休日当番医（土田内科医院)／ハートフルセンター
中央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体
育館、チェリーナさがえ休館日

31㈫
休日当番医（南さがえ病院)／市民浴場オールナイ
ト営業／ハートフルセンター、中央公民館、各地
区公民館、市立図書館、市民体育館、チェリーナ
さがえ休館日

1㈬
休日当番医（豊岡整形外科)／ハートフル
センター、中央公民館、各地区公民館、
市立図書館、市民体育館、チェリーナさ
がえ、フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

2㈭
休日当番医（すまいるレディースクリニ
ック)／ハートフルセンター、中央公民館、
各地区公民館、市立図書館、市民体育館、
チェリーナさがえ休館日

3㈮
休日当番医（にとう小児科医院)／ハート
フルセンター、中央公民館、各地区公民
館、市立図書館、市民体育館、チェリー
ナさがえ休館日

4㈯ 市民体育館、チェリーナさがえ休館日

5㈰ 休日当番医（鈴木眼科)／証明書交付窓口
開庁（午前）

6㈪ 市民新春祝賀会／水道料金・下水道浄化
槽使用料（10月・11月分）納期限

7㈫
8㈬ 行政相談

9㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／プレ
ママサロン／市民浴場休場日

10㈮ ９～10カ月児健診

11㈯ 新春！爆笑ライブin寒河江／市ドック

12㈰ 市消防団出初式／休日当番医（平野医院)／
証明書交付窓口開庁（午前）

13㈪ さがえ初市／休日当番医（三浦医院）

14㈫ 市ドック／こころの健康相談／南部・柴
橋・西部地区公民館、市立図書館休館日

　令和２年１月31日㈮～２月２日㈰開催の「やま
がた雪フェスティバル」に合わせ、友人や職場、
地域のグループで雪像を制作しませんか。
　雪像は、１辺1.8メートルの立方体の雪塊を削り
制作します。(台座もあり）
●制作期間／１月26日㈰～30日㈭
●会場／最上川ふるさと総合公園内広場ほか
●募集数／約20基
●�表彰／最優秀賞（３万円)、アイディア賞など
●�申込／参加申込書に記入の上、１月８日㈬まで
市さくらんぼ観光課☎86-2111内線315へ。

「やまがた雪フェスティバル」
雪像コンテスト参加者募集！

　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／マットレス、介護ベッド、デジタル
コードレス電話機、いす、テーブル

■�譲ります／折り畳みベッド、いす、座卓、じゅ
うたん、コーヒーメーカー、ガステーブル、着物

■譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット

■�あげます／学習机、みなみ保育所帽子、防災頭
巾、枕、掛け布団、敷布団、おひなさま用じゅ
うたん

■譲ります／国語辞典、掛け布団、敷布団
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

不用品登録制度（11月26日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

■次号の市報12月20日号は、12月20日㈮に発行します。

ふるさとだより
｢ｆメール｣配信中
　毎週木曜日に本市
の情報を電子メール
で配信しています。
ぜひ、ご
登録くだ
さい。
●�問合せ／市企画創

成課☎86-2111内線
410へ。

、
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２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て
の
強
化
合
宿
を
行
う
た
め
、
大
韓

民
国
ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
国
家
代
表
選
手
団
が
11

月
６
日
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る
本

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
選
手
団
は
、
12

歳
～
18
歳
の
代
表
選
手
５
人
と
コ
ー

チ
な
ど
計
９
人
で
、
翌
日
か
ら
寒
河

江
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
本
拠
地
と
し

て
練
習
を
開
始
。
見
学
に
訪
れ
た
醍

醐
小
学
校
の
児
童
ら
は
、
ワ
ー
ル
ド

ク
ラ
ス
の
技
の
数
々
に
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
同
校
で
「
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
２

年
生
～
４
年
生
児
童
が
代
表
選
手
ら

に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
基
本
の
乗

り
方
を
教
わ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

■
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寒
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印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
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は
自
然
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護
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た
め
再
生
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利
用
し
て
い
ま
す

■
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え
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ン
ド
戦
略
室

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

市
報
さ
が
え
　
2019．12．5　

N
o.1738

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　この秋も地域ごとにさまざまな趣向

を凝らした文化祭が行われました。西

部地区公民館では「お宝発掘！醍醐・

白岩地区鑑定会」を初開催。気に入り

購入した物や家に代々伝わる物等が出

品され、結果に一喜一憂しながらも楽

しい時間を過ごしました。（北條幸子）

 

　芋煮会のシーズンを迎えた秋の日に、地元の芋煮会に参加しました。幼少期からお世話になっている地域の方々と久しぶりに顔を合わせることができ、とてもうれしかったです。ビンゴ大会も行われ、より地域の親交が深まっている様子でした。　　　（後藤美咲）

　全国的に聞きなれた鹿島神社という名前の神社が寒河江に２カ所、八鍬と西根にあります。その中の１つで八鍬にある八鍬鹿島神社本殿、拝殿は平成29年に市指定文化財（建造物の部）に選定されています。歴史の香る街・寒河江です。　　　　　（佐藤真由美）

 

　たんすに眠っていた着物や帯などの

和布を使ったパッチワーク展が最上川

ふるさと総合公園で開催されました。

一針一針思いを込めて大事な古布をよ

みがえらせ生活を彩る逸品に生まれ変

わっていく。心模様が縫い込まれた素

晴らしいアートでした。（酒井由美子）

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索 寒河江市ホームページ


